
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(資料)米国商務省資料より作成。 

米国経済の労働需給は、さらに逼迫する傾向を強めている。労働投入量(労働者数×労
働時間)の増加に伴い、失業率は低下傾向を強めている。労働時間を細かく見ると、前期
比での加速が続いており、前年比では依然高水準となっている。流通業等非製造業での労
働不足も深刻化しており、労働需給のひっ迫状況は今後も続くことが見込まれる。こうし
た状況は、賃金の上昇等インフレ圧力を高める要因とならざるを得ず、米国の金融政策に
も常に影響を与える要因となりつつある。 
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朝日田コーポレーション 
●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 
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